
約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
ド
就
い
て同

村

保

緒

雷

古
来
路
市
は
五
穀
の
中
に
算
内
ら
れ
、
五
回
々
の
主
要
食
糧
の
一
っ
と
し
て
取
援
は
れ
て
居
っ
た
。
又
長
期
の
貯
蔵
に
耐
ゆ
る
と
の
理
由
で
、

備
荒
用
食
糧
と
し
て
も
取
扱
は
れ
て
居
っ
た
。
近
時
本
邦
内
の
捨
の
栽
培
面
積
は
逐
次
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
は
居
る
が
、
今
向
山
間
僻
地

に
於
て
は
、
常
食
と
し
て
居
る
所
あ
る
ゃ
に
聞
く
。
踏
を
常
食
と
す
る
地
帯
に
於
て
は
、
米
の
牧
磁
量

S
少
〈
命
共
上
屡
々
凶
作
に
見
舞
は

れ
て
、
米
食
般
に
営
面
す
る
事
も
あ
る
。
平
時
な
る
と
職
時
友
る
と
を
聞
は
歩
、
吾
人
の
主
要
食
糧
に
闘
し
で
は
ナ
分
の
閥
心
を
梯
ほ
た
く

て
は
た
ら
泣
い
。
殊
に
常
今
の
如
き
非
常
時
局
に
際
し
て
は
、
古
き
を
事
ね
て
新
し
き
を
知
る
の
諺
の
如
く
、
態
特
に
貯
耕
古
穆
の
祭
養
素

如
何
を
研
究
す
る
事
は
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
事
と
思
ふ
。
新
穆
の
柴
養
素
に
闘
し
て
は
、
新
撲
日
本
食
品
成
分
組
揖

σ及
び
小
原
哲
二

、，J
、，ノ、
B

ノ

郎
氏
等
ο
0
0
の
報
告
中
に
詳
細
に
殻
表
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
今
夏
研
質
す
る
必
要
は
泣
い
が
、
貯
離
古
穆
に
闘
し
て
は
、
伺
等
撮
る
ベ

き
文
献
が
見
嘗
ら
な
い
。
嘗
研
究
所
は
、
偶
々
咋
昭
和
十
二
年
に
石
川
牒
農
事
試
駿
場
並
に
朝
鮮
京
城
府
小
林
林
雄
氏
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
永

年
貯
蹴
せ
ら
れ
た
る
珍
重
な
る
古
穆
の
送
附
を
受
け
、
と
れ
が
調
査
の
依
喝
を
受
け
た
。
よ
っ
て
、
近
藤
所
長
の
命
に
よ
っ
て
予
は
そ
の
貯

蹴
古
穆
に
つ
き
研
究
し
て
、
柴
養
素
の
測
定
を
行
っ
た
。
以
下
之
れ
が
結
果
生
纏
め
て
報
告
す
る
。
議
に
石
川
臓
農
事
試
験
場
及
び
小
林
林

蹴
氏
に
、
貴
重
な
る
試
料
の
提
供
を
受
け
た
事
に
劃
し
、
深
茜
の
謝
意
を
表
す
る
戎
第
で
あ
る
。

約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
に
就
い
て

九



約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
に
底
い
γ

て

-問。

賓

厳

結

果

A

、
試

料

石
川
勝
農
事
試
駒
場
よ
り
進
附
を
受
け
た
種
は
一
鮪
で
あ
タ

τ.
約
百
年
を
粧
た
も
の
と
見
る
ぺ
さ
で
あ
る
。
同
場
よ
り
突
の
知

事
国
詰
明
曹
を
捨
附
し
て
来
た
・

A

イ
ザ

記

石
川
鵬
棉
由
貿
郡
板
湾
村
字
情
費
、
中
山
宗
光
術
門
氏
倉
庫
に
貯
離
ぜ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
‘
右
の
稗
に
闘
し
融
貨
に
夫
保
年
間
盗
な
る
と

と
を
脅
す
る
文
献
類
は
絶
無
怒
る
も
‘
唯
現
主
宗
だ
衛
門
民
間
代
の
祖
宗
左
衛
門
氏
が
、
天
保
の
大
鱒
髄
の
惨
蹴
に
鑑
み
‘
備
来
の
目
的
を

以
セ
貯
離
島
1

る
乙
と
U
也
、
口
停
に
よ
り
子
孫
代
々
偽
へ
飛
札
る
も
白
な
h
p
e
今
却
に
現
主
来
た
衛
門
氏
よ
り
聞
き
取
乱
る
稗
貯
雌
の
由
来
及

ぴ
賓
地
調
押
一
せ
る
倉
庫
の
櫛
趨
等
に
付
犬
園
町
記
渇
す
れ
ば
突
の
如
L
.

所
多
し
v
A
7
E
去
る
宵
齢
年
前
、
天
保
七
年
嘗
地
方
は
米
曾
有
の
大
舗
簡
に
襲
は
れ
、
住
民
は
僅
か
に
草
保
木
皮
を
以
℃
露
命
b
k

つ
危
ぐ
の

p、ー
以
下。
記
越
は
同

益
曾
援
備
員
向
田
議
事後
按
手
の
輩
力
lと
よ
る

悲
惨
事
を
現
出
せ
り
。
餓
死
す
る
も
の
散
限
り
な
く
、

一
部
落
内
に
於
て
一
日
一
一
一
十
飴
人
の
死
者
を
問
せ
る
事
あ
り
た
り
と
言
偽
ふ
。

営
時
板
津
村
字
能
美
、
現
主
守
山
宗
左
衛
門
氏
が
阿
代
の
組
、
宗
左
衛
門
氏
は
此
の
惨
般
を
目
の
嘗
り
見
、
深
く
考
ふ
る
所
あ
り
、
餓
僅

直
後
の
或
る
年
に
枠
一
石
を
得
、
之
を
俵
詰
と
な
し
、
倉
庫
探
く
貯
へ
「
餓
簡
に
遭
遇
す
る
時
は
速
に
之
を
村
民
に
分
け
興
ふ
る
ぺ
し
、
但

し
高
一
の
場
合
の
外
は
手
を
慣
る
可
か
ら
告
}
」
と
聞
く
子
孫
に
言
悼
へ
、
文
久
三
年
七
月
二
十
一
日
八
十
飴
哉
の
天
帯
を
全
う
し
他
界
せ
り
。

同
氏
は
繭
徳
兼
備
の
素
封
家
陀
し
亡
、
村
入
の
信
望
厚

t
・
他
国
外
の
年
同
村
に
て
は
盆
踊
共
の
他
の
娯
繁
一
一
切
を
中
止
弔
意
を
表
せ
り
と
云



ふ
。
以
来
同
稗
民
同
家
白
倉
庫
に
貯
へ
ら
れ
現
在
に
歪
b
た
る
も
の
に
し
℃
、
現
怠
宗
左
衛
門
氏
は
今
よ
り
約
三
十
年
前
十
八
歳
の
折
祖
父

よ
り
右
の
事
情
を
聞
き
、
共
の
永
久
保
存
を
念
願
し
、
貯
蝋
後
一
度
改
俵
し
た
る
も
、
営
時
鼠
害
甚
し
く
・
且
つ
伎
腐
敗
し
、
床
に
接
せ
る

部
分
。
枠
組
四
分
壇
賞
し
居
り
た
る
事
件
め
、
之
を
選
別
し
八
斗
を
得
、
二
依
と
た
し
今
日
に
及
べ
る
も
の
及
り
。
耐
該
稗
を
貯
織
し
来
れ
る
倉

庫
同
首
時
土
壁
掛
k
h
w
L也
、
今
よ
hm
派
十
年
前
、
同
一
場
所
に
於
て
改
築
し
、
肌
石
械
と
せ
り
。
倉
庫
の
構
泊
に
就
台
て
は
後
述
す
る

も
.
・最
も
特
異
色
偽
る
掛
は
、
土
筆
及
び
床
板
特
に
高
く
・
明
治
二
十
九
年
の
犬
洪
水
の
際
に
於
て
も
、
何
等
の
浸
水
を
見
守
。
且
つ
倉
庫
の

西
側
に
年
艇
た
る
樹
本
(
志
田
グ
晶
、
主
u
b
v
て
、
ま
が
倉
庫
上
に
隼
h
y
、
日
照
や
魁
担
、
盛
互
に
鈴
て
も
で
拶
詰
倉
庫
内
に
入
れ
ば
、
冷
気
を

お
ぼ
ゆ
る
程
に
し
て
、
従
ひ
て
殺
訟
の
宮
地
再
も
盛
ど
な
考
絞
顔
色
品
・
'
・
又
今
よ
b
約
七
十
年
以
前
艦
該
倉
庫
の
甫
側

E
i六
聞
の
場
所
必
深

く
大
た
る
堀
あ
り
て
、
排
水
極
め
て
良
好
た
り
を
と
.

倉

庫

の

構

措

奮
倉
庫

関
口
二
問
、
奥
行
二
問
、
四
坪
の
庚
さ
に
し

τ、
士
官
軍
約
時
尺
の
上
に
建
築
せ
る
階
下
七
尺
J

階
よ
五
尺
の
ご
階
建
倉
庫
な
り
。

稗
は
階
下
に
貯
へ
あ
む
た
り
。
床
下
は
約
一
尺
五
寸
、
尿
は
板
韻
除
、
周
囲
は
土
壁
に
し
て
、
壁
の
中
心
に
極
め
て
求
書
竹
、
本
舞
を
挟
め
る

所
調
普
通
土
壁
に
国
費
ら
宇
。
然
し
て
階
下
南
側
に
極
め
て
小
唱
。
合
切
窓
一
つ
あ
る
の
み
。
屋
棋
依
瓦
葺
に
し
て
一
般
の
も
の
と
同
様
な
り
。

新
倉
庫

間
旦
由
一
閥
、
奥
行
二
問
、
六
坪
の
庚
さ
に
し
て
、
奮
倉
庫
同
議
二
階
建
な
り
・
共
他
土
官
室
及
一
ぴ
床
下
等
綿
ベ
て
前
同
様
に
し
て
、

唯
国
費
る
鈷
は
周
囲
の
壁
な
り
。
卸
ち
奮
倉
庫
は
土
壁
た
る
に
反
し
、
新
倉
廊
は
倉
庫
の
内
部
へ
厚
さ
ニ
寸
の
石
壁
と
た
し
、
外
側
は
石
に
接

し
て
同
じ
く
厚
さ
二
寸
の
土
壁
と
せ
る
、
所
調
肌
石
離
な
h
y
q

新
倉
庫
の
略
圃
を
示
せ
ば
弐
の
如
し
・

(

ロ

)

朝
鮮
京
披
小
林
林
雄
氏
£
り
送
附
を
受
け
た
捧
は
、
新
古
ニ
描
で
あ
っ
て
、
同
氏
か
ら
共
記
の
如
き
説
明
書
を
謹
附
し
て
来
た
.

約
百
年
忌
.
ひ
七
十
年
前
の
富
裕
に
蹴
い
官
、

四



約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
格
に
俊
い
て

副司昏』車倉 4庁
@幅一一ーー-

問責

ハ一

v

古

四

4昔

昼

ー
、
産

2
、
所
有
者

... 

3
、
生
産
年 記穆

の

分

地

和
歌
山
牒
東
本
婆
郡
三
津
村

西

虎

市

明
治
以
前
と
の
み
に
て
年
代
不
詳

... 

4
、
貯
蹴
法

普
通
の
米
伎
に
詰
め
細
か
け
し
て
板
壁
倉
庫
内
に
積
世
き
貯
蹴

5
、
貯
離
主
回
虎
市
民
の
談
。
亡
父
よ
り
の
言
体
へ
と
し
て
穆
は
腕
よ
り
も
貯
蹴
久

し
き
に
堪
ヘ
、
而
か
も
費
質
な
く
、
凶
作
等
の
備
と
し
て
明
治
以
前
よ
り
貯
雌
せ
る
も

の
な
り
と
の
事
に
て
、
生
産
年
代
は
不
詳
。
明
治
二
十
二
年
に
省
地
に
・
穴
水
容
あ
り
し

時
、
父
は
右
貯
雌
穆
を
植
災
民
に
分
配
し
た
る
と
と
を
子
供
心
に
記
憶
せ
る
の
み
。
近
来
各
所
よ
り
、
拙
宅
に
百
き
穆
る
る
を
聞
き
停
で

見
を
持
つ
人
の
乳
不
足
の
場
合
、
乳
の
出
る
妙
襲
と
し
て
、
頒
ち
く
れ
と
、
遠
近
よ
り
介
護
を
申
越
す
も
の
あ
り
。

'‘、一
一、"
新

ー
、
産

2
、
耕
作
者

3
、
生
産
年

4
、
貯

穆

の

分

地

朝
鮮
黄
海
道
聾
津
郡
富
民
面

金

興

善

昭
和
十
一
年

本
年
の
種
子
用
の
残
り
と
し
て
麻
袋
に
入
れ
、
温
突
の
]
隅
に
置
き
し
も
の
。

蹴



貯蹴俸の大さ(縛そ去りたる程賞〉

認1- 和歌山厳重 朝鮮麗 市 阪

天保年代の穆 明治以前の穆 昭和十一年の惨 昭和十二年の穆

m.m m.m τU.】U m.m 
長さ '1.57.く1.倒-1・41) 1.67(1.91-1.田〉 UlO(2.15-1.74) 1.B6(1.9f回1.75)

幅 1.55(1.7e-1.41) 1.79(1.98-1.54) 1.邸(2.07-1.78)1届 (2・05-1・49)1

厚さ 0.94(1.04-0.86) 1.35(1.E0-U6) 1.24(1-32-1.叩〉 1.25(1.39-0羽)1

第一表

二
、
穆

色

相

の

石
川
鯨
産
天
保
年
代
の
穆

穆
の
穎
呆
(
梓
を
去
り
た
る
種
賓
〉
の
色
相
は
時
戎
の
油
り
で
あ
っ
た
。

淡

褐

色

朝
鮮
昭
和
十
一
年
産
の
穆

決
禍
友
色

和
歌
山
腺
産
明
治
以
前
の
橡

市
販
昭
和
十
二
年
産
の
穆

淡

褐

色

友

色

此
結
巣
に
よ
る
と
、
穆
も
貯
蹴
年
散
百
く
な
る
に
従
ひ
、
褐
色
の
度
を
増
す
も
の
で

b
る
。
此
離
は

米
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。

一
二
、
大

さ

試
料
の
大
さ
を
測
定
し
て
見
た
が
、
第
一
表
の
組
り
で
め
っ
た
。

此
結
果
を
見
る
と
、
石
川
牒
産
の
天
保
年
代
の
古
穆
は
、

和
歌
山
鯨
産
の
明
治
以
前
の
古
穆
よ
り
も
小
で
あ
っ
て
、
且

つ
雨
古
穆
は
近
時
の
新
穆
よ
り
も
小
形
で
あ
る
事
が
判
る
。

四
、
重

量

千
粒
重
を
調
べ
て
見
た
が
、
結
果
は
第
ご
表
の
泊
り
で
あ

っ
た
。重

量
も
石
川
勝
天
保
年
代
の
穆
は
‘
和
歌
山
勝
産
明
治
以

前
の
穆
よ
り
も
小
で
あ
っ
て
、
且
つ
雨
古
穆
は
新
穆
よ
り
も
小
で
あ
る
。

約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
に
獄
い
て

第二表貯磁穆の千粒重

cnを去りたる寝寅〉
一
四
三 重粒'千JJIJ 料試

1.8 石川勝産天保年代の穆

2.465 和歌山勝透明治以前の硲

3.324 

2.鉱11

朝鮮重昭和十一年穆

|市阪昭和十二年産穆



約
百
組
叩
及
び
七
十
年
前
酬
の
宙
機
に
破
い
て

E結悔百分中J

詰工毛主竺|旋分|粗繊維 |炭水化物|問自 組脂肪

2.% 58 1.964 7 
，，:; 
15% .44 1為|石川勝盛天保年代の穆 82.91 

和歌山際塗明治以前の惨 1.88 1.52 制.42 14.67 3.77 I 

朝鮮護昭和十一年の穆 1.泊 1.42 81.78 12.07 5.66 

市販昭和十二年穆 1.45 1.40 回.84 11お 5.44 

貯蹴穆のァ般成分第三表

五

分

般

成

a
h

イ
w

百
分
瑠
よ
り
の
成
分
量

脆
蒋
し
た
る
穎
果
に
つ
き
常
法
巴
よ
っ
て
一
般
成
分
を
分
析
し
た
結
果
は
第
三
表
の
泊
り
で
診
。
た
.

-
岡
田

叉
葡
萄
槽
及
び
糊
精
舎
量
は
第
四
衰
の
濁
り
で
あ
っ
た
。

貯掛穆の成分

雨戸竺出向r;糟|
?ぷラ4

石川'華麗天保年代の穆 2.2'7 I 3.10 

和歌山線.明治以前の穆 1.04 1.31 

朝鮮産昭和十一年の穆 2.04 2.51 

市販昭和十二年.穆 1.84 '1.91 

第四表

以
上
の
結
果
を
見
る
と
、
実
分
・
粗
繊
維
・
及
び
粗
蛋
自
の
割
合

は
、
新
穂
に
若
干
少
く
し
て
、
貯
蔵
古
穆
に
増
加
の
傾
向
を
示
し

て
居
る
。
叉
組
脂
肪
の
割
合
は
、
貯
離
古
穆
む
減
少
の
傾
向
・
整
不

し
て
居
る
。
炭
水
化
物
昨
は
増
減
は
鋪
…
ぃ
.
葡
萄
糖
及
び
糊
精
は

-
石
州
臓
の
百
穫
に
は
多
い
が
、
和
歌
山
臓
の
古
態
に
は
甚
だ
少
き

を
見
る
。
朝
鮮
産
の
も
の
に
は
少
し
く
増
し
て
居
る
。
之
等
成
分

の
嵯
遜
扶
態
は
、
古
米
の
場
合
に
も
見
受
け
ら
れ
る
所
で
あ
っ
て
、

穂
も
亦
米
同
様
に
・
貯
雌
と
共
に
成
分
に
費
化
を
生
-T
る
‘
の
で

あ
る
。
A
Y
以
上
の
一
般
成
分
に
就
き
崎
新
穆
b
E
O
Oと
し
た
場

A
口
の
比
率
を
算
出
す
る
島
、
第
五
表
の
通
り
に
た
る
。

白
土
の
敵
値
に
主
る
ξ
・
貯
離
に
よ
ヲ
て
著
し
い
費
化
b
E
示
し
た
も
の
は
粗
脂
肪
で
あ
っ
て
、
石
川

臨
腕
産
天
保
年
代
め
俸
は
新
品
惜
の
犬
約
三
分
の
一
迄
に
減
少
し
て
居
る
・
粗
脂
肪
が
減
少
し
て
居
る
か
ら



貯雌穆と来rr穆との成分量の比較

二心門主と|反分|粗繊維\~t\輔自 |粗削綱引m
.石川勝A天保年代の硲 177:9 I 119.3ル脚|制123.4I 1田3

'1 

和歌山脈~明治以前の穆 129.7 I 1ω6 I 101.9 I 1却・1I 69.3 お5 回.6
甥鮮産昭和十一年穆 91.7 I 101.4 1 98.7 I 106.4 I 104.0 I 110.9 I 131.4 
市販昭和十ー二年穆 側 100.01 100.6 I 100.0 i川附則
....__ 

第五表

共
反
商
に
茨
分

・
組
繊
維

・
組
蛋
白
の
割
合
が
増
加
し
て
来

τ

居
る
。

(
ロ
)

千
粒
中
の
各
成
分
量

共
に
各
成
分
を
無
水
物
4
h
粒
中
の
量
に
よ
っ
て
表
示
す
る
と
、

第
六
表
の
題
り
に
な
る
。

此
結
巣
に
占
る
と
茨
分
量
に
は
殆
ん
ぞ
費
化
が
な
い
。
若
し

費
化
が
あ
る
と
し
て
も
寧
ろ
貯
雄
一
期
間
長
い
天
保
年
代
の
も
の

に
減
少
し
て
居
る
程
で
、
前
掲
の
百
分
率
と
は
反
射
で
あ
る
。

組
繊
維
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
決
氷
化
物
は
古
穆
に

減
少
し
て
居
る
。
之
れ
等
は
主
と
し
て
古
穆
の
重
量
が
小
で
あ

る
事
に
起
因
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
粗
蛮
白
は
石
川
勝
産
の
天

保
年
代
の
も
の
に
若
干
減
少
し
て
居
る
が
、
明
治
以
前
の
も
の

は
さ
う
で
は
友
い
。
百
分
率
に
よ
る
と
粗
蛋
白
は
古
き
も
の
に

増
加
し
て
居
る
が
、
粒
般
単
位
に
し
て
嗣
明
察
す
る
と
寧
ろ
反
針

で
あ
る
。
粗
脂
肪
は
明
か

κ古
穆
に
少
く
し
て
新
穆
に
多
い
。

約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
格
に
就
い
て

此
傾
向
は
百
分
率
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
葡
萄
僻
は
百
分
率

くfl!を去りたる種寅〉

下忌円竺と1ml組繊維lM(粗蛋白岡山糖1m?R 
5品 0EE0n 2 gm 0宜.E201 0g.m 03 ・0g.m03 0R.m 併石川勝重天保年代の穆 1.07 

和歌山脈重明治以前の穆 0.04 0.C.3 1.79 0.31 O.OB O.但 O.但

朝鮮産昭和十一年務 0.04 0.04 2.33 0.34 0.16 0回 0.07 

市販昭和十二年穆 0.04 0.04 2.凶 0.2B 0.14 0.05 0.05 

穆千粒中の成分量第六表

一
四
五



約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
に
就
い
て

と
は
反
射
に
古
穆
に
若
干
少
い
。
糊
椅
に
は
著
し
い
差
は
無
い
が
、
朝
鮮
の
昭
和
十
一
年
産
の
も
の
に
梢
々
多
い
。

一
回
大

以
上
の
如
く
、
成
分
の
組
成
は
百
分
率
と
粒
般
車
位
と
に
よ
っ
て
反
劃
の
傾
向
を
示
す
事
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
成
分
の
型
化
の
他
民
、

牽
を
以
っ
て
表
し
た
も
の
に
操
っ
て
、
成
分
組
成
を
考
へ
た
方
が
勿
論
嘗
然
だ
ら
う
と
思
ふ
。

同
一
試
料
で
な
く
し
て
盟
賞
の
犬
さ
が
臭
る
事
が
大
い
に
闘
輿
し
て
居
る
U

併
し
之
b
E
食
糧
と
し
て
、
祭
養
分
を
嬬
取
す
る
場
合
は
、
百
分

六
、
酵

議-

同
一
量
の
穆
に
ワ
き
て
、
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
、
カ
タ
ラ

1
ゼ
、
リ
バ

1
ゼ
の
活
力
b
E

比
較
し
た
が
、

市
販
昭
和
十
二
年
棒
・
定
一
と
し
た
場
合
の
比
率
は
第
七
表
の
濁
り
で
あ
っ
た
。

此
結
果
に
よ
る
と
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
活
力
は
古
穆
に
減
退
し
、
カ
タ
ラ
1
ゼ
も
古
穆
に
著
し
く

•. 

‘
 

減
退
し
て
居
る
が
、
リ
バ
ー
ゼ
に
は
殆
ん
ど
差
異
が
な
い
。
著
者
(
は
以
前
に
佐
賀
蝦
下
で
約
百

年
間
貯
械
ぜ
ら
れ
た
古
米
に
就
い
て
僻
議
力
を
調
べ
た
事
が
あ
っ
た
が
、
矢
張
カ
タ
ラ
1
ゼ
の
活

力
は
著
し
い
減
退
を
示
し
て
居
っ
た
。
そ
し
て
共
力
は
、
新
米
を
一
・
と
す
る
と
古
米
は

0
・F

四
の

力
を
示
し
て
居
。
た
。
然
る
に
本
貰
験
の
古
穆
で
は
、
新
穆
一
に
封
し

0
・
0
一
と
云
ふ
米
よ
り

も
更
に
著
し
い
減
退
ぶ
り
を
示
し
て
居
る
。
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
、
同
じ
く
約
百
年
前
の
米
で
は
新

米
一
に
封
し
、
0
・
一
一
一
一
一
の
力
を
示
し
て
居
っ
た
が
、
本
質
瞬
、
の
古
穆
も
、
新
穆
一
応
封
し

0
・二
九

貯離穆の酵素活力

二L片町ヂベカタラ|…タ--tll--I{
石川勝iI天f来年代の穆 0.47 0.01 1.∞ 
和歌山軍事重明治以前の穆 0.29 0.01 1.∞ 
朝鮮護昭和十一年穆 0.51 0.04 1.80 
市販昭和十 二 年格 1.00 1.∞ 1.∞ 

第七表

く
誠
温
し
て
尉
ワ
た
が
、
古
穂
の
場
合
は
蹴
返
し
て
尉
ら
た
い
。
之
等
の
離
か
ら
見
れ
ば
、

或
は

0
・
四
七
の
力
を
示
し
て
居
っ
て
、
米
と
著
し
い
義
兵
は
友
い
。
リ
バ
l
ゼ
は
同
じ
く
古
米
に
於
て
は
新
米
一
に
劃
し

0
・
六
七
で
少
し

の
相
場
合
一
は
カ
タ
ラ
1
ゼ
の
前
力
は
米
よ
り
も



.
此
・
上
に
速
に
減
退
す
る
が
v
p
v
h
l
ぜ
や
ヂ
ア
丸
タ
1
ぜ
は
其
反
艶
で
あ
る
や
ラ
に
思
は
れ
る
。
勿
論
米
と
云
ひ
穆
と
云
ひ
、
種
貨
の
大
さ

が
異
り
、
所
が
異
り
、
貯
離
法
が
異
っ
て
居
る
-M
ら
し
て
、
同
時
に
比
較
す
る
事
は
無
理
で
あ
る
。
が
併
し
兎
に
角
穆
も
矢
張
米
と
同
様
に

七
、
水
業
イ
オ
シ
渡
度

酵
議
力
回
泊
費
化
を
来
す
も
の
で
あ
る
を
知
る
。

貯
蹴
古
穆
の
水
・
訴
イ
オ
ン
濃
・
匿
を
調
べ
た
結
果
は
、
第
八
衰
の
通
り
で
あ
っ
た
。

此
結
果
わ
よ
る
と
、
何
れ
も
弱
酸
性
を
呈
し
て
居
っ
て
、
長
期
貯
械
特
に
和
歌
山
鯨
産
の
明
治

貯雑種のPHf買

訴 PH債別料

第八表
用
し
た
。

6.30 石川鱗盗天保年代の穣

5.57 和歌山際盛明治以前の穆

6.22 朝鮮重昭和十一年務

6.48 市販昭和十二年移

以
前
の
穆
は
五
・
五
七
に
低
下
し
て
-居
っ
て
、
酸
性
の
・
躍
を
増
し
て
居
る
。
併
し
天
保
年
代
の
穆

は
六
・
一
一
一

O
で
あ
っ
て
、
明
治
以
前
の
穆
よ
り
は
大
で
あ
る
。
何
故
斯
く
の
如
き
反
封
の
結
果
が

阿
る
か
と
一
冨
ふ
事
は
、
種
々
複
雑
晶
体
化
製
錨
硬
化
比
起
因
し
て
居
る
も
の
で
あ
ら
う
。

八
、
グ
イ
タ
ミ
シ
貝
量

常
法
に
よ
っ
て
家
鶏
の
倒
育
試
験
を
行
ひ
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
恥
依
乏
症
の
潜
伏
日
数
を
調
べ
て
、

後
計
算
に
よ
っ
て
新
穆
に
劃
す
る
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
丸
含
量
の
比
慣
を
算
出
し
た
。
叉
同
時
に
新
米
を
も

使
用
し
、
米
に
劃
す
る
割
合
を
も
比
較
し
た
。
結
果
は
究
の
通
り
で
あ
っ
た
。
穆
は
秤
を
去
り
て
使

市
販
新
穆
の
グ
イ
タ
ミ
シ
百
円
量
を
一

O
O
と
す
れ
ば
、

和
敵
山
鯨
産
明
治
以
前
の
穆
・
:
:
・
七
三
・八

朝
鮮
憲
昭
和
十
一
年
穆
:
:
:
:
:
:
九
八
・
五

約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
に
就
い
て

一
四
七



約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
台
碑
怖
に
就
い
て

一
回
入

石
川
牒
産
天
保
年
代
の
穆
・
・
1
・・・・・五

0
・八

叉
新
米
・
と
新
穆
と
は
、
一
定
重
量
試
料
中
の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
3.
量
は
同
一
で
あ
ヲ
た
。
そ
れ
で
新
米
に
封
ず
る
古
穆
の
比
慣
は
、
新
穆
の
場

合
と
同
様
で
あ
る
。
郎
ち
突
の
・
通
り
で
あ
っ
た
。

新
米
の
グ
イ
タ
ミ
シ
ロ
刊
量
を
一

O
Oと
す
れ
ば

朝
鮮
産
昭
和
十
一
年
穆
:
:
:
:
九
八
・
五

和
歌
山
鯨
産
明
治
以
前
の
穆
2

七一一一・パ

石
川
勝
彦
天
保
年
代
の
穆

:
・
:
五
0
・八

以
上
に
よ
る
と
穆
も
長
期
間
貯
械
す
る
と
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
軌
を
減
や
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
曾
て
約
四
八
年
、
六
四
年
、
八
六
年
、
百

年
以
前
の
米
の
グ
イ
タ
ミ
Y
丸
量
を
調
べ
た
事
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
等
の
各
試
料
の
新
米
に
封
ず
る
比
慣
は
、
弐
の
通
り
で
あ
っ
た
。

約
百
年
前
の
米
;
・
j
i
-
-
-
八
・
二

約
八
六
年
前
の
米
:
・
・
・
・
・
・
:
・
六
・占ハ

約
六
四
年
前
の
米
it--:・・・
六
・六

約
五
一
年
前
の
米
:
:
:
:
・
六
二
ハ

約
四
八
年
前
の
米
;
・
:
:
一
四
d

八

斯
く
米
は
貯
械
久
し
き
に
及
ぶ
と
グ
イ
タ
ミ
y
B
a
を
著
し
く
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
今
此
古
穆
を
見
る
と
、
約
七

O
年
を
経
過
し

て
も
七
一
ニ
・
八
、
叉
保
年
代
の
約
百
年
を
経
過
し
た
も
の
、で
五

ot八
の
力
を
布
1
U
で
居
る
所
を
見
る
と
、
古
穆
の
中
に
は
篇
く
べ
き
程
多
量

の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
九
が
建
り
て
居
る
事
が
判
h
G
。
誌
に
於
て
、
古
来
穆
が
備
荒
用
食
糧
と
し
て
重
要
観
さ
れ
て
居
っ
た
、
民
の
理
由
の
一
端
が
背

け
る
講
で
あ
る
。
向
序
に
グ
イ
タ
ミ
ン
百
円
量
と
カ
タ
ラ

l
ゼ
の
活
力
と
の
閥
係
に
就
い
て
考
へ
る
に
、
グ
イ
タ
ミ
シ
払
量
は
斯
く
も
多
量
に

存
在
し
て
居
る
の
に
、
ヵ
タ
ラ
1
ゼ
の
力
は
賓
に
微
々
た
る
品
、
一
の
で
あ
る
。

-故
に
カ
タ
ラ
l
ゼ
の
活
力
の
費
濯
必
ず
イ
タ
ミ
ン
払
監
と
は
、

‘

カ
タ
ラ
l
ゼ
の
指
力
は
非
常
に
減
退
し
て
居
ヲ
て
も
‘
ザ
イ
夕
、
、
、
シ
払
は
情
多
量

κ含
ま
れ
て
居
る

手
定
一
致
す
る
も
の
で
丘
ゑ
〈
L
て、



、
九
、
登

場
合
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。

力

第九表貯磁穆の費芽力

(昭和十二年八月の試駿)

[蹄歩合 芽lJtl 料試

% 
0.0 

0.0 

93.5 

S6.0 

殻
芽
ガ
の
有
無
を
知
る
矯
め
に
、
殻
芽
試
験
を
行
っ
た
が
、
結
果
は
第
九
表
の
通
り
で
る
つ

石川勝重天保年代の移

和歌山際瑳明治以前の穆

朝鮮藍昭和十一年穆

市販昭和十二牟機 |

た。
此
表
の
如
く
穆
も
貯
雌
久
し
き
に
及
ぶ
時
除
、
護
芽
力
を
山
武
夫
す
る
も
の
で
あ
る
。
米
の
場

A
口
で
は
、
費
芽
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
臥
量
と
の
聞
に
は
、
密
接
の
閥
係
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
必
歩
し
も
]
致
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
殻
芽
力
を
有
し
て
居
ら
た
く
て
も
、
ヴ
イ
タ

ミ
ン
肌
を
多
量
に
保
有
し
〈
居
る
場
合
が
め
る
。
本
古
錨
般
に
於
て
も
費
芽
力
と
そ
減
退
し
て
居

る
が
、
向
相
官
量
の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン

a.を
保
有
し
て
居
る
か
ら
、
と
の
貼
よ
り
翻
れ
ば
、
穂
は
相

常
長
期
間
食
糧
と
し
て
貯
蹴
す
る
事
が
出
来
る
事
が
判
る
。

、

摘

要

て
昭
和
十
二
年
に
、
石
川
蘇
農
事
試
験
場
よ
り
、
天
保
年
代
ル
り
今
日
迄
、
中
曲
家
左
衛
門
氏
倉
庫
に
貯
雌
せ
ら
れ
た
穆
を
、
又
朝
鮮
小
一

林
林
蹴
氏
去
り
、
明
治
以
前
よ
り
今
日
迄
和
歌
山
賑
西
虎
市
氏
倉
庫
に
伎
鑑
貯
蹴
せ
ら
れ
て
居
っ
た
穆
及
び
、
昭
和
十
]
年
産
穆
の
分
譲

を
受
け
、
之
れ
が
祭
養
素
の
分
析
を
行
っ
た
。

!

二
、
天
保
年
代
及
び
明
治
以
前
の
扇
穆
と
も
、
淡
稿
次
色
を
差
し
、
且
つ
宍
連
軍
量
は
新
穆
に
比

L
て
小
で
あ
っ
た
。

一
四
九

約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
に
就
い
て



約
百
年
及
び
七
十
年
前
の
古
穆
に
就
い
℃

一
五

O

三
、
百
分
率
よ
り
翻
れ
ば
.
粗
脂
肪
は
減
少
し
、
友
分
・
粗
織
維
・
組
蛋
白
・葡
荷
糖
・
糊
精
は
増
加
し
て
居
っ
た
。

凶
、
ヵ
タ
ラ
l
ゼ
は
著
し
く
減
退
し
、
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
も
減
退
し
て
居
っ
た
が
、
リ
バ

l
ゼ
は
嵯
化
し
て
居
ら
な
か
っ
た
。

五
、
水
素
イ
オ
シ
濃
度
は
弱
酸
性
を
皇
し
て
居
っ
た
。

六
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
恥
は
多
量
に
保
有
し
て
居
h
y
、
新
種
及
び
新
米
に
封
し
、
天
保
年
代
の
も
の
は
五

0
・
八
、
明
治
以
前
の
も
の
は
七
一
ニ
・
八
、

昭
和
十
二
平
の
も
の
は
九
八
・
五
の
割
合
に
保
有
し
て
居
っ
た
。
斯
く
の
如
き
保
有
寧
は
、
佐
装
類
似
貯
械
の
古
米
の
場
合
で
は
到
底
見

る
事
の
出
来
事
他
い
程
多
量
の
も
の
で
あ
る
。

七
、
天
保
年
代
の
も
の
及
び
明
治
以
前
の
も
の
は
、
強
芽
力
骨
無
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
一
年
度
穆
は
約
九
四
dw
の
護
芽
力
を
有
し
て
居
つ

た。

(
昭
和
十
一
一
一
年
七
月
廿
五
日

大
阪
農
業
研
究
所
近
藤
研
究
室
)

主

要

文

献

内

1
v
小
園
駅
哲
二
郎

ハ
2
)同

穆
の
祭
畠
舞
踊
聞
に
就
て
、
糧
友
第
十
谷
第
十
一
一
邸
、
一

O
四
「
二
回
、
昭
和
十
年
十
一
周

禄
の
研
究
(
第
一

i
z一
)
縄
食
研
究
九
九
抽
眠
、
一

O
一
一
一
波
、
一
一
一
一
一
輔
動
、
昭
和
九
、
十
年

ハ3
リ自

3E 

秋
田
町
柳
感
思
議
恕
に
山
口
勝
勝
間
田
家
貯
担
臓
の
古
籾
米
に
積
ぎ
て
、
日
本
作
物
製
曾
記
事
第
五
容
第
一
一
一
輔
晶
、
昭
和
入
年
九
月

〈

4
】自

司監

百
年
前
の
米
、
日
本
作
物
準
曾
記
事
第
八
容
第
四
幽
晶
、
昭
和
十
一
年
十
二
月

ハ
5
〉
揖
訓
綱
同
日
本
食
品
成
分
飽
鍋

他


